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今
月
八
日
か
ら
、
歩
け
歩
け

運
動
が
町
内
で
始
ま
り
ま
し
た
《

教
育
委
員
会
主
催
で
毎
週
日
曜

日
と
木
曜
日
の
二
回
、
朝
六
時

か
ら
行
わ
れ
る
こ
の
町
民
歩
こ

う
会
は
、
役
場
か
ら
一
周
二
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を

マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩
く
と
い
う
も

の
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
だ
と
年
齢
な

ど
で
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
も
の
が
歩
く
と
い
う
だ

け
な
の
で
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
男
女
の
別
な
く
誰
で
も

参
加
で
き
、
体
力
づ
く
り
は
も

ち
ろ
ん
語
ら
い
の
中
か
ら
友
だ

ち
も
生
れ
る
と
い
う
も
の
。

参
加
す
る
時
は
、
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
服
装
に
ズ
ッ
ク
を
は

い
て
朝
六
時
ま
で
に
役
場
前
へ

集
合
し
て
下
さ
い
。

~

、

、
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金 …木…だ…よ…り
雫

車
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

か
ら
切
り
離
せ
な
い
身
近
な
文

明
の
利
器
と
な
っ
て
い
ま
す
が

－－ 一一 一÷－一一一－－－－

＝ 一 使
い
方
を
あ
や
ま
る
と
、
悲
惨

な
交
通
覗
故
を
起
こ
す
凶
器
と

な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

く
れ
ぐ
れ
も
安
全
運
転
を

県
下
一
斉
非
常
事
態
宣
言

実
施
中

一一一ヨーーヮーーー－－－－－－－－

|T
lh

と
た
て
続
け
に
死
亡
瓢
故
が
起

き
、
い
ち
や
く
死
亡
事
故
の
多

い
県
に
転
落
。

門
月
ま
で
は
、
死
亡
覗
故
の

少
な
い
県
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

た
背
森
県
は
、
五
月
に
は
い
る

豆

●

当
町
で
も
、
昭
和
五
十
三
年

六
月
に
起
き
た
川
倉
湯
の
川
の

死
亡
覗
故
以
来
、
七
百
三
十
日

間
ほ
ど
死
亡
聯
故
は
な
い
も
の

の
、
交
通
三
悪
の
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
、
無
免
許
、
酒
酔
い

迎
転
は
い
っ
こ
う
に
絶
え
ま
せ

ん
。

今
月
十
二
日
か
ら
来
月
三
十

一
日
ま
で
、
県
下
一
斉
に
交
通

死
亡
蛎
故
防
止
非
謝
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
、
交
通
事
故
の
撲
滅

迎
動
が
強
力
に
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。し

か
し
、
交
通
事
故
を
な
く

す
る
の
は
、
や
は
り
自
分
自
身

で
す
。
町
民
一
人
一
人
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
子
供
や
老
人
に
思
い
や
り
を

持
っ
て
車
を
運
転
す
れ
ば
、
事

故
が
起
こ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
子
供
や
老
人
も
自

分
勝
手
に
道
路
を
横
切
っ
た
り

飛
び
出
し
た
り
せ
ず
、
決
め
ら

れ
た
所
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

当
町
の
死
亡
覗
故
ゼ
ロ
は
七

百
三
十
日
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と

な
く
、
千
日
、
千
五
百
日
を
目

ざ
し
て
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て

交
通
事
故
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
身
勝
手
が
事
故
を
生
む

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
く
れ

ぐ
れ
も
安
全
運
転
を
。

こ
の
規
制
標
識
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。
こ
れ
は
、
神
明
町
の

土
屋
商
店
の
横
か
ら
小
学
校
通

り
の
丸
善
建
材
ま
で
通
じ
る
道

路
に
つ
い
て
い
ま
す
。
と
い
え

ば
、
あ
れ
か
と
思
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。

自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
の

指
定
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

道
路
は
児
童
や
小
・
中
学
生
が

通
園
、
通
学
に
利
用
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
時
間
に
自
動
車
等

が
通
行
す
る
と
、
道
路
も
せ
ま

く
非
常
に
危
険
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
四
月
か
ら
、
こ

の
道
路
の
交
通
規
制
が
行
わ
れ

た
わ
け
で
す
が
、
寺
町
通
り
が

一
方
通
行
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
守
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。

こ
の
交
通
規
制
を

ご
存
じ
で
す
か

●
子
供
ら
を
交
通
郡
故
か
ら
守

る
た
め
に
も
、
規
制
が
行
わ
れ

る
午
前
七
時
か
ら
八
時
三
十
分

ま
で
と
正
午
か
ら
午
後
三
時
ま

至火葬場卒又製材所

｢蒜小学梗’

斜線部分が
自転車歩行者専用道路 神

明
町

－

｜
’ ｸ乞う”ｸｰﾌｸｸｸ′クグヴクZｸ"ｸｸ死/6/Z'Z死〃'ろ雀乙〃

｜
眉

芦
野
町

－

|丸善建材’ で
の
時
間
帯
は
自
動
車
等
は
通

行
し
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

た
だ
し
、
指
定
車
・
許
可
車

患
者
搬
送
車
両
・
軽
車
両
は
規

制
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
れ
に
違
反
し
ま
す

と
、
一
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た

は
科
料
、
違
反
点
数
二
点
が
つ

き
ま
す
。

丸善建材

’’
一一

~可「－
堀至役
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金 …木…だ…よ…り

「
鬼
権
八
」
と
は
白
川
権
八
父
は
当
時
北
海
道
の
柚
丹
の
二

郎
と
い
う
サ
ム
ラ
イ
の
よ
う
な
シ
ン
漁
場
に
い
っ
て
帳
場
を
や

立
派
な
名
前
の
持
ち
主
の
異
名
っ
て
い
た
。
ニ
シ
ン
漁
が
終
わ

で
あ
る
。
彼
の
家
は
不
動
林
に
り
雇
人
夫
が
全
部
帰
郷
し
た
あ

あ
っ
て
、
枠
を
滴
と
い
う
。
ど
と
の
整
理
を
し
て
、
そ
れ
が
終

う
し
て
こ
の
よ
う
な
異
名
が
つ
了
す
る
と
自
分
も
三
ヵ
月
ほ
ど

い
た
の
か
、
そ
れ
は
よ
く
わ
か
家
に
帰
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

ら
な
い
が
、
鬼
権
八
と
い
う
呼
大
鰐
の
不
二
や
に
湯
治
に
ゆ
く

び
名
に
ふ
さ
わ
し
い
胆
の
太
い
の
だ
っ
た
。

父
が
あ
る
年
、
不
二
や
に
い

山
師
で
あ
っ
た
。

権
八
は
大
正
の
初
め
頃
、
忰
っ
た
時
に
、
不
二
や
の
主
人
が

の
溝
を
連
れ
て
朝
鮮
の
金
山
に
茶
飲
み
話
の
つ
い
で
に
、
「
秋

出
稼
ぎ
に
い
っ
て
来
た
経
験
を
田
の
鉱
山
に
行
っ
た
時
、
金
木

持
っ
て
い
た
。
機
嫌
の
よ
い
時
町
の
白
川
某
と
い
う
人
で
権
現

に
は
朝
鮮
語
を
話
し
て
聞
か
せ
崎
の
発
掘
権
利
を
持
っ
て
い
る

た
り
し
た
。
と
に
か
く
朝
鮮
か
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
間
い

ら
帰
っ
て
来
て
か
ら
の
彼
は
、
た
が
、
あ
な
た
は
そ
の
方
を
知

す
っ
か
り
金
山
に
取
り
理
か
れ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
の
で
、

て
し
ま
い
、
近
在
の
山
々
を
歩
父
は
よ
く
知
っ
て
い
る
と
い
っ

き
廻
っ
て
金
を
探
す
よ
う
に
な
た
。
そ
れ
で
不
二
や
の
主
人
は

っ
た
。
そ
の
う
ち
一
度
会
っ
て
話
を
し

や
が
て
彼
は
小
泊
村
の
権
現
た
い
と
い
い
、
父
は
そ
れ
を
引

崎
の
岩
山
に
金
が
あ
る
と
い
い
き
受
け
た
の
で
あ
る
。

出
し
、
権
現
崎
全
山
の
発
掘
権
賭
れ
わ
た
っ
た
秋
の
日
、
不

利
の
許
可
を
取
っ
た
。

動
林
の
わ
が
家
の
前
に
一
台
の

こ
の
権
八
と
華
者
の
父
と
は
人
力
車
が
と
ま
っ
た
。
二
重
マ

大
の
仲
よ
し
で
兄
弟
分
で
あ
る
。
ン
ト
を
着
た
風
采
の
立
派
な
人

山
師
夢
物
語

、

里

●
が
降
り
て
来
た
。
父
は
早
速
出
去
っ
た
の
で
あ
る
。

迎
え
て
家
の
中
に
入
れ
た
。
こ
当
時
の
十
六
万
円
と
い
う
金

の
人
が
不
二
や
の
主
人
だ
っ
た
。
額
は
大
変
な
も
の
だ
。
ま
さ
に

そ
こ
で
父
は
す
ぐ
不
動
林
の
下
天
文
学
的
数
字
な
の
だ
。
父
は

に
あ
る
権
八
の
家
へ
迎
え
を
出
「
あ
の
時
売
り
渡
し
て
お
れ
ば

し
た
。
そ
し
て
不
二
や
主
人
、
よ
い
の
に
、
際
限
の
な
い
欲
を

権
八
、
父
の
三
人
が
話
し
合
っ
起
し
て
、
あ
の
パ
ガ
オ
ヤ
ジ
」

て
、
翌
日
権
現
崎
の
山
を
見
に
と
い
っ
て
い
た
。
だ
が
、
権
八

ゆ
く
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
権
八
は
い
つ
か
ま
た
よ
い
値
が
つ
く

と
父
と
は
予
め
鉱
山
師
を
呼
ん
時
が
必
ず
来
る
と
片
意
地
を
は

で
金
木
の
ね
り
や
旅
館
に
一
泊
っ
て
い
た
。

さ
せ
て
い
た
の
で
、
翌
日
は
朝
権
八
は
権
現
崎
か
ら
発
見
し

早
く
ね
り
や
常
用
の
蔦
西
の
乗
た
と
い
う
ラ
ジ
ュ
ウ
ム
と
い
う
石

合
馬
車
で
一
行
が
小
泊
の
権
現
を
宝
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
い

崎
へ
い
っ
た
。
た
と
い
う
。
筆
者
は
見
た
こ
と

そ
の
結
果
、
不
二
や
主
人
も
が
な
い
が
、
話
に
よ
れ
ば
透
明

大
乗
り
気
に
な
っ
て
、
十
六
万
な
も
の
で
、
掌
に
入
る
よ
う
な

円
で
権
利
譲
渡
と
い
う
話
に
な
丸
い
形
の
も
の
だ
と
父
が
い
つ

っ
た
が
、
権
八
は
思
い
切
れ
ず
て
い
た
・
こ
れ
を
体
に
あ
て
る

両
者
協
同
事
業
と
い
う
こ
と
に
と
電
気
の
よ
う
な
も
の
が
伝
わ

決
ま
っ
た
。
資
本
は
不
二
や
が
っ
て
、
難
病
も
治
る
効
果
が
あ

持
ち
、
利
益
金
六
分
四
分
と
い
る
と
い
い
、
車
力
村
の
成
田
様

う
条
件
で
あ
る
。
の
娘
と
い
う
人
が
権
八
の
家
に

不
二
や
主
人
は
、
そ
の
後
も
長
く
い
て
治
療
し
、
す
っ
か
り

三
回
ほ
ど
来
た
よ
う
だ
っ
た
が
治
っ
て
帰
っ
た
と
筆
者
の
母
も

大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
語
っ
て
い
た
。
｝
」
の
娘
さ
ん
と

大
震
災
が
起
こ
り
、
そ
の
腰
災
い
う
の
が
現
車
力
村
長
成
田
佐

で
経
済
恐
慌
と
な
っ
た
た
め
、
太
郎
さ
ん
の
お
ば
に
当
る
人
と

不
二
や
主
人
も
莫
大
な
資
金
が
の
こ
と
だ
。

か
か
る
発
掘
作
業
を
兄
合
せ
て
ま
た
、
当
時
金
木
の
名
医
と

し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
権
八
の
一
い
わ
れ
た
三
上
先
生
が
一
万
円

生
一
代
の
大
事
業
で
あ
っ
た
金
で
譲
っ
て
く
れ
と
い
っ
て
も
、

山
の
夢
も
、
あ
っ
け
な
く
消
え
権
八
は
と
う
と
う
手
放
さ
な
か

●っ
た
。
世
界
で
も
幾
ら
も
な
い
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
権
現

ラ
ジ
ュ
ウ
ム
と
は
思
わ
れ
な
い
崎
の
金
山
は
そ
の
後
誰
も
口
に

こ
と
だ
が
、
権
八
は
あ
く
ま
で
す
る
人
も
な
い
・

も
そ
う
だ
と
信
じ
き
っ
て
い
た
現
戸
主
白
川
清
一
さ
ん
は
真

の
で
あ
る
。
面
目
な
人
柄
で
六
十
七
才
で
あ

権
八
は
こ
の
権
現
崎
金
山
の
る
。
区
会
議
員
、
不
動
宮
代
表

税
金
を
納
め
つ
づ
け
た
の
で
、
総
代
、
民
生
委
員
な
ど
を
つ
と

と
う
と
う
身
代
を
潰
し
、
五
十
め
、
信
望
の
あ
る
町
の
有
力
者

八
才
で
世
を
去
っ
た
。
し
か
し
の
一
人
で
あ
る
。

一
生
こ
の
一
擢
千
金
の
夢
を
捨
（
「
金
木
郷
土
史
」
よ
り
）
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君
も
柔
道
で
体
力
づ
く
り
を
夕
．

柔
道
部
員
募
集
中

金
木
町
体
育
協
会
柔
道
部
で
●
金
本
正
土
②
２
６
４
８

は
、
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
へ
申
し
込
み
下
さ
い
。

夏
バ
テ
予
防
や
体
力
づ
く
り
に

柔
道
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を

で
し
ょ
う
か
。

や
め
ま
し
ょ
う

練
習
は
、
毎
週
火
．
金
曜
日

の
二
回
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

こ
れ
ま
で
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い

グ
セ
ン
タ
ー
の
二
階
で
、
午
後
た
火
葬
場
わ
き
の
ゴ
ミ
捨
て
場

七
時
か
ら
九
時
ま
で
行
わ
れ
て
が
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た

い
ま
す
。
無
料
で
指
導
し
ま
す
め
か
、
最
近
、
川
な
ど
へ
ゴ
ミ

が
、
柔
道
着
は
各
自
で
準
備
し
を
不
法
に
捨
て
て
い
る
人
が
い

て
下
さ
い
。

ま
す
。
自
分
一
人
が
良
け
れ
ば

部
風
は
、
金
木
町
に
住
所
が
と
思
っ
て
し
て
い
る
の
で
し
ょ

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
な
れ
ま
す
う
が
、
病
気
の
原
因
と
な
っ
た

の
で
入
部
希
望
者
は
、
り
、
川
下
で
は
ゴ
ミ
公
害
が
起

●
金
本
正
三
（
部
長
）
こ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
っ
た

金
木
町
兄
崎
町
③
２
３
４
９
い
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
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一

1

金 …木…だ翼…よ…り

台
風
や
築
中
豪
雨
、
豪
弱
、

地
震
、
津
波
な
ど
の
災
害
は
、

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。

つ
い
最
近
の
五
〃
十
七
日
に

黒
石
市
に
あ
る
昭
和
化
学
工
業

Ｋ
Ｋ
東
北
化
成
邪
業
部
黒
石
工

場
で
、
送
油
ポ
ン
プ
の
切
替
ス

イ
ッ
チ
の
操
作
ミ
ス
に
よ
る
亜

油
流
出
或
故
が
あ
り
、
重
油
が

岩
木
川
流
域
に
流
出
し
た
た
め

建
設
省
青
森
工
瓢
駆
務
所
、
県

流
域
周
辺
市
町
村
等
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
油
汚
染
に
よ
る

被
害
防
止
の
た
め
の
応
急
措
匠

を
講
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
応
急
措
睡
の
効

果
が
最
も
発
揮
さ
れ
る
の
は
、

災
害
発
生
の
初
期
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
災
害
情
報
の
的

確
、
迅
速
な
伝
達
を
図
る
こ
と

が
な
に
よ
り
必
要
な
こ
と
で
す
。

災
害
発
生
や
異
常
現
象
を
発

見
し
た
ら
、
ま
ず
通
報
〃
．

通
報
先
は
、
○
町
長
○
警
察

署
○
海
上
保
安
官
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
県
庁
や
県
の

P

出
先
群
に
通
報
さ
れ
て
も
け
つ

こ
う
で
す
。
（
異
端
現
象
と
は

例
え
ば
、
堤
防
に
小
さ
な
水
も

れ
が
あ
り
、
放
世
す
れ
ば
決
壊

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
あ

る
い
は
津
波
の
前
兆
で
あ
る
海

面
の
急
激
な
低
下
等
の
現
象
を

い
い
ま
す
。
）

○
県
庁
へ
の
休
日
・
夜
間
の
連

絡
。山

休
日
・
夜
間
の
場
合
、
県
庁

に
は
守
衛
室
に
専
任
の
当
直
者

が
居
り
、
災
害
憎
報
の
通
報
を

受
け
た
と
き
は
消
防
防
災
課
長

に
連
絡
さ
れ
、
必
要
な
防
災
対

策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

②
休
日
・
夜
間
の
遮
話
番
号
（

守
衛
室
）

す
１
７
７
（
空
４
４
９
６

〃
（
〃
）
２
０
２
５

〃
（
〃
）
２
０
９
３

｜
〆
多
（
〃
）
２
２
０
１

中
村
絵
美
（
勝
義
）
感
良
巾

黒
川
知
佳
（
正
次
）
〃

大
橘
央
明
（
良
昌
）
参

西
沢
祥
美
（
清
一
郎
）
金
木

成
田
静
哉
（
進
）
川
倉

畑
田
匡
紀
（
敏
）
〃

秋
元
寛
之
（
弘
岫
）
金
木

中
川
悦
子
（
満
男
）
喜
良
市

沢
川
幸
子
（
活
）
嘉
瀬

山
田
腿
奈
（
和
雄
）
金
木

櫛
引
咲
子
（
照
明
）
金
木

原
田
昇
子
（
清
孝
）
中
柏
木

秋
元
ひ
と
み
（
忠
）
金
木

葛
西
伸
哉
（
博
美
）
喜
良
市

工
藤
潤
子
（
忠
美
）
川
倉

吉
田
朝
美
（
公
恋
）
金
木

成
田
和
則
（
登
）
〃

白
川
勇
武
（
彰
二
藤
枝

白
川
元
寛
（
富
志
博
）
金
木

山
中
恵
理
子
（
新
）
嘉
瀬

今
正
秀
（
正
博
）
喜
良
市

白
川
淳
史
（
恒
雄
）
蒔
剛

松
川
健
二
（
忠
二
）
嘉
瀬

今
祐
子
（
芳
夫
）
喜
良
市

斉
藤
学
（
鉄
失
）
嘉
瀬

長
尾
衣
純
（
昭
雄
）
金
木

荒
関
香
織
（
照
雄
）
〃

須
崎
慎
一
（
寛
樹
）
嘉
瀬

秋
元
希
公
（
良
二
金
木

出
生

（
五
月
分
）

田
村
佳
望
（
輝
夫
）
喜
良
市

小
山
内
鮎
美
二
二
三
）
喜
良
市

山
内
粧
映
子
（
繁
敏
）
金
木

山
本
幸
子
（
精
二
〃

（
照
津
蕊
（
軽
誰
軽
一
鮴

念
岬
謹
（
罎
嘩
麺
穂

（
率
鎚
昌
誠
（
琴
秘
奉
）
》
崎
神

（
詳
細
率
淫
霊
諾
一
錐
袖

霊
田
詮
霊
（
輕
鐵
軒
癖

（
騨
溌
（
講
罐
率
郵

（
岬
榊
錘
認
一
率
嘩
一
幅
里
輌

（
瞬
鞄
霧
輌
癌
嗣

傘
恥
融
塞
（
霊
雲
嘩
岩
諏

（
率
輌
窟
士
認
一
露
乖
一
率
輌

（
識
田
鍛
訊
一
嘩
雲
一
幅
里
噸

（
濡
岬
榊
麩
一
躍
舞
一
錘
戸
柿

（
崎
銅
癌
郡
一
顧
錘
一
繧
睦
蹄

結
婚

（
五
月
分
）

● 〆一、〆一、〆一、〆へ〆一、〆ー、〆ー、〆一ヘ〆一～〆一、

山三竹角清須深奈牛小角石木山古今津木森今
中鬼内田水崎瀬良田野田川村中川田下
美 奈 久 志
代啓淳浩利美雄由嘉松津嘉久兼弘明栄登
子司子一子忠子一美己子登子弘子博子美察

露壼蕊霊霊雲蕊篝薩蕊
嘉三藤中鹿嘉川喜名金金中嘉嘉離器嘉蕊重里児崎良古里
瀬県枝町島瀬市市屋木木町瀬瀬市町市瀬県市

〆一へ〆-ヘ〆一、〆一ヘ〆一､

田白秋桧外小須毛阿今
中川元森崎田崎内部

ゆ桐
一蔵り正嘉国章一麻弘
枝三子美子孝子博美光

弘
光
莞
太
郎
）
喜
良
市

麻
美
（
政
文
）
青
森
市

一
博
二
嘉
）
五
所
市

章
子
（
爲
光
）
嘉
瀬

国
孝
（
清
二
五
所
市

嘉
子
（
栄
）
金
木

苓謬

仙
場
ハ
ナ
（
蛇
）

長
尾
新
太
郎
（
両
）

中
村
良
一
（
ね
）

長
尾
マ
ツ
（
“
）

原
田
揚
一
（
弧
）

竹
内
装
治
（
万
）

津
島
ナ
リ
（
ぬ
）

小
笠
原
善
太
郎
（
師
）

工
藤
サ
キ
（
鮨
）

岡
田
道
雄
（
副
）

田
中
与
助
（
“
）

中
西
ヤ
ョ
（
、
）

白
崎
忠
光
弱
）

木
立
煕
瑞
（
印
）

芳
賀
長
（
鮨
）

金
沢
ソ
メ
（
竪

今
悟
弱
）

澤
田
清
次
（
弱
）

原
田
竹
之
助
（
泥
）

斉
藤
源
三
郎
（
沼
）

死
亡

（
五
月
分
）川嘉嘉喜嘉金嘉嘉金金喜藤金金藤藤金金金金

良 良
倉 瀬 瀬 市 瀬 木瀬瀬木木市枝木木枝枝木木木木

叩
一

(4）
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